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老朽下水道、要対策 748 ｷﾛ   

腐食や破損、全国 5300 ｷﾛ調査 

国交省 383 自治体に対応求める 

 

＊下水道調査で国土交通省は、全国の古くて大きい 5332 ｷﾛの管路のうち

計 748 ｷﾛが「要対策」と判定。うち 201 ｷﾛは緊急度が高くなります。 

＊約 49 万ｷﾛに及ぶ全国の下水管のうち、設置後 30 年以上で直径 2M 以上

の管路 5332 ｷﾛを対象とし診断。 

（2026 年 4 月 22 日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

 

 


